
核燃料を燃やして発電する再処理工場とは？

原発は、使用済み核燃料と呼ばれる核のゴミを生

み出します。この使用済み核燃料からプルトニウ

ムを取り出す工場が再処理工場です。青森県六ヶ

所村にある再処理工場では、２年前から実際の使

用済み核燃料を使った試験運転を始めました。２

００８年６月以降に本格運転に入る予定です。

再処理工場は、空と海へ大量の放射能を放出

プルトニウムを取り出すため、密封された使用済

み核燃料をバラバラに切り刻み、閉じこめられて

いた膨大な量の放射能を開放します。そのため、

原発とは比べものにならないほど大量の放射能が

工場の外へ日常的に放出されることになります。原発が１年で出す量の放射能を、再処理工場はたった１日で環境中

に放出します。さらに恐ろしいのは、プルトニウムなど、重大事故でない限り原発から漏れ出さないような種類の危

険な放射能が環境中へと出てくることです。気体状の放射能は、高さ１５０ｍの排気筒から大気へと放出され、液体

状の放射能は沖合３ｋｍにある放出口から海洋に流されます。

青森県は、再処理工場が本格運転深刻な農作物の放射能汚染

に入っても、農作物や畜産物に蓄積する放射能は、検出できない

くらいごく微量なものだと予測しています。しかし、フランスに

あるラ・アーグ再処理工場の周辺では、野菜や牛乳からセシウム

やストロンチウム、プルトニウムなどの放射能が検出されていま

す。フランスで測定された放射能濃度は、青森県の予測値の数百

倍～数千倍です。青森県の予測は、現実とまったくかけはなれた

大幅な過小評価となっていることは明らかです。再処理工場が運

転を始めれば、青森の農作物は深刻な放射能汚染をこうむること

になるでしょう。

八戸、三陸に押し寄せる海の放射能汚染

海に流された放射能は津軽暖流に乗って

流れますが、親潮前線にはばまれ、三陸沿

岸にへばりつくように流れていきます。放

射能放出口付近から約１万枚のハガキを海

に流した海流調査では、岩手県の定置網に

もハガキが漂着し、東京湾の入り口にも到

達しています。再処理工場を運転している

日本原燃や国は、放射能は拡散され薄まる

ので問題ないとしています。しかしハガキ

、調査の結果は､放射能が海岸に沿って流れ

湾に入り込んで蓄積する危険性があること

を示しています。

イギリスにあるセラフィールド再処理工場の周辺の村では、小児英仏の再処理工場周辺で多発する小児白血病

白血病の発生率が全国平均の１０倍であることが明らかになっています。生まれてくる子どもの白血病発症のリスク

は、父親が再処理工場で働いている場合、より高くなるという研究結果も出ています。フランスのラ・アーグ再処理

工場周辺でも、小児白血病が多発しています。ラ・アーグでおこなわれた調査・研究では、子供が海岸で遊んだ場合

や、魚貝類を多く食べた母親から生まれる子供に白血病が多く出る傾向が示されています。

ハガキ集計結果(2002年12月９日)




